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＜連絡事項＞

・橋本　万様～利尿剤･カリウム捕助剤継続処方となっています。両下肢の浮腫の観察をし、臥床時、下肢挙上をしていきましょう。

・南　市三郎様～解熱鎮痛剤処方となっています。発熱は落着いている様子ですが、今後　　　　

　　　　　　　　　　もバイタルサイン測定し、異常の早期発見をしていきましょう。

　　　　　　　　　　又、本日ご家族が於本病院受診し、転院の相談を行なってくる予定です。

・大平　よし様～顔色不良、吐気、嘔吐あるため臨時薬中止となり、変薬となっています。

・五十嵐　タイ様～昨日、点滴の指示出ておりましたが入らなかった為、中止しています。又、本人の希望で減薬となっています。

　　　　　　　　　　今日の昼から全粥に食箋変更になっていますので食事量の観察お願いします。

・戸賀沢　庄治様～院長より転院すすめる指示がありました。現在、種市内科に空きがあるとのことで、本日家族が面会にいらした際に転院について説明し、了承をしています。三上医師より紹介状書いて頂き、午後、御家族受診される予定です。

・田端　玲子様～７月６日から７日まで外泊予定です。状態が悪くなったらすぐに帰院するよ　

　　　　　　　　　　　　　　うに説明しています。

･吉田　寿雄様　･三浦　トシ様　～　低血糖時の予測指示の継続出ています。　

＜褥瘡の評価・検討＞

・永洞　恭子様～6月20日に発見した瘡部はほぼ壊死組織が多かったですが、1日２回の処置することで良性の肉片のもりあがりがみられてきています。今月から来月中に採血のデータをとる予定です。　　　

・南　市三郎様～左踵部発赤の状態です。ベッド上で腰や足を上げるなどの自力動作みられています。今後も保清・陰部洗浄していきましょう。

・橋本　万様～１週間、尿失禁多くみられています。日中のトイレ誘導徹底していき、失禁を出来るだけしないようにしていきましょう。

・上野　眞二様～臀部の悪化傾向みられています。食事摂取状況も良好ではない為、１ヶ月３kgの体重減少見られます。奥様に補食の依頼しています。多めの微温湯で洗浄し処置していきましょう。

・北山　和子様～このまま処置継続していきます。同一体位を予防して頂き、移動時は歩行か車椅子で移動して頂きましょう。

・呉　忠雄様～拘縮により「痛い」と声を上げられています。足と足がすれないようストッキングにて対応しています。又、1ヶ月３kgの体重減少がみられています。食事の他、補食でも対応していきましょう。

・三浦　一男様～できるだけ失禁したらパット交換するようにしましょう。排尿後の違和感から、オムツはずしみられているため、そのサインを見逃さず援助していきましょう。

・高森　清八様～オムツ交換時、すれたりするため、パットを使用することにより、仙骨部への圧迫の原因となるため、できるだけカバーのみで対応して下さい。７月３日にマキシフロートへ変更しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

